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本学は、エヌビディア合同会社（東京都、以下、NVIDIA）と連携し、同社が提供する

デジタルスキル育成プログラム Deep Learning Institute（以下、DLI）より、教育者向

け「DLI データサイエンス教育キット」日本語版の提供に協働しました。 

NVIDIA は、さまざまな分野に向けて、高度な演算能力を持つ GPU と開発プラットフ

ォームを提供しており、これらを活用できる人材の育成にも注力し多様な学習ニーズに合

わせたリソースを提供しています。「DLI データサイエンス教育キット」の英語版は、ジ

ョージア工科大学およびプレイリービューA&M 大学の研究チームが NVIDIA と共同開発

した教材です。ダウンロード可能な講義用スライドや演習課題、DLI オンライントレー

ニングへのアクセス権、クラウドの GPU インスタンスのクレジット等が含まれ、教員が

最新技術を自ら学んだうえで、教材や演習、そして学生の理解度を評価するためのテスト

やクイズ等をパッケージにして提供することで教員の負担を軽減し、効率的に充実したカ

リキュラムを策定するのを支援しています。 

本学は 2017 年に日本初のデータサイエンス学部を設置し、全国でいちはやく AI を含

むデータサイエンス教育に取り組んできました。これまでも教材の開発に注力してきまし

たが、NVIDIA の「DLI データサイエンス教育キット」はその豊富な内容から、日本のデ

ータサイエンス教育に極めて有用なものであると考えたため、データサイエンス学部の教

員と学生が NVIDIA とともに昨年より日本語化に取り組んできました。データサイエンス

研究科の授業では、すでに本教材が活用されています。 

この取り組みをきっかけに連携をさらに深めるため、滋賀大学データサイエンス・AI

イノベーション研究推進センターと NVIDIA は 5 月に協定を締結しました。本学の教育

の知見と NVIDIA の持つ先端技術やビジネスの知見とを組み合わせることでさらなる教

材を作成し、ジュニア向けから一般社会人向けまでを対象とした AI、データサイエンス

教育を広く普及して行くことを構想しています。本学では、教材開発と教育プログラムの

普及促進に取り組み、日本のデータサイエンス教育を推進してまいります。 
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国内のデータサイエンス教育を支援！ 
NVIDIA と滋賀大学がコラボした、 

「DLI データサイエンス教育キット」日本語版の提供開始 

【本件に関するお問い合わせ先】 

滋賀大学経済学部・データサイエンス学部共通事務部 

（担当：岡島・小田）   

TEL ：0749-27-1045 

E-mail：dsjimurenkei@biwako.shiga-u.ac.jp 
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NVIDIA、滋賀大学との連携により 

「DLI データサイエンス教育キット」の日本語版の無償提供を開始 

 
1,000 ページにのぼる講義用スライドを中心とし、基礎から応用までを 

網羅した包括的な教材により国内のデータサイエンス教育を支援 
 

 

 
 

NVIDIA は本日、NVIDIA が提供するデジタルスキル育成プログラムである Deep Learning Institute

（DLI）より、「DLI データサイエンス教育キット」の日本語版の提供を開始したことを発表しました。

本教育キットは日本のデータサイエンス教育の普及を目的に、滋賀大学とのコラボレーションによっ

て翻訳された教育用教材です。教育機関に所属する教員は無償でダウンロードし、データサイエンスの

教育に活用することができます。 

 

多様な学習ニーズに合わせたリソースを提供する DLI 

NVIDIA は、ディープラーニング、データサイエンス、ハイパフォーマンス コンピューティング (HPC) 

などさまざまな分野に向けて、高度な演算能力を持つ GPU と開発プラットフォームを提供しており、

これらを活用できる人材の育成にも注力しています。DLI では、教育者むけプログラムの「DLI 教育キ

ット」のほか、上記の分野におけるスキルや知識習得を目的とした「オンライントレーニング」や「講

師によるワークショップ」など、多様な学習ニーズに合わせたリソースを提供しています。 

 

米コロンビア大学、英オックスフォード大学、シンガポール国立大学、香港科技大学など世界中の主要

な高等教育機関が DLI をカリキュラムで活用しており、学生は最先端のテクノロジ トレンドを実践的

に理解し、デジタルスキルを習得しています。 

 

 

 



 

 

基礎から応用までカバーする「DLI データサイエンス教育キット」 

 

「DLI データサイエンス教育キット」の英語版は、ジョージア工科大学およびプレイリー ビュー 

A&M 大学の研究チームが NVIDIA と共同開発した教材です。ダウンロード可能な講義用スライドや

演習課題、DLI オンライン トレーニングへのアクセス権、クラウドの GPU インスタンスのクレジッ

ト等が含まれます。教員が最新技術を自ら学んだうえで、教材や演習、そして学生の理解度を評価する

ためのテストやクイズ等をゼロから作成するのは非常に大変ですが、NVIDIA はこれらをパッケージに

して提供することで教員の負担を軽減し、効率的に充実したカリキュラムを策定するのを支援してい

ます。 

 

本キットを通じてデータサイエンスの様々な領域の基礎と応用の学習が可能であり、データ収集、前処

理、NVIDIA RAPIDS によるアクセラレーテッド データサイエンス、スケーラブルで分散されたコン

ピューティング、GPU で加速された機械学習やデータ ビジュアライゼーションとグラフ解析の分野

をカバーしています。また、コンテンツには公平性やデータバイアス、マイノリティなど、文化的な責

任に関するトピックも含まれており、講義用スライドは計 1,000 ページ以上にのぼります。以下はキ

ットでカバーしている主要なトピックです： 

 

• データサイエンスと RAPIDS の入門 

• データ収集と前処理（ETL） 

• データセットにおけるデータ倫理とバイアス 

• データ統合と分析 

• データビジュアライゼーション 

• Hadoop、Hive、Spark と HBase によるスケールと分散コンピューティング 

• 機械学習（分類） 

• 機械学習（クラスタリング、次元削減） 

• ニューラルネットワーク 

 

滋賀大学との連携により、国内のデータサイエンス教育の普及を支援 

 

滋賀大学は 2017 年に日本初のデータサイエンス学部を設置しており、全国でいちはやく AI を含む

データサイエンス教育に取り組んできました。滋賀大学はこれまでも教材の開発に注力してきました

が、NVIDIA の「DLI データサイエンス教育キット」はその豊富な内容から、日本のデータサイエンス

教育に極めて有用なものであると考えたため、データサイエンス学部の教員と学生が NVIDIA ととも

に昨年より日本語化に取り組んできました。データサイエンス研究科の授業ですでに本教材が活用さ

れています。 

 

 
 

この取り組みをきっかけに、NVIDIA は滋賀大学との連携をさらに深めるため、滋賀大学データサイエ

ンス・AI イノベーション研究推進センターと 5 月に協定を締結しました。NVIDIA の持つ先端技術や 

 



 

 

ビジネスの知見と、滋賀大学の教育の知見を組み合わせることでさらなる教材を作成し、ジュニア向け

から一般社会人向けまでを対象とした AI、データサイエンス教育を広く普及して行くことを構想して

います。さらに、膨大な各種データを活用した社会課題解決のための共同研究や人材育成なども視野に

入れ、産学連携事業を推進します。 

 

いますぐご登録 

 

「DLI データサイエンス教育キット」の日本語版は、教育機関の教員であれば、だれでも無償でご利用

いただけます。登録ページ (https://developer.nvidia.com/ja-jp/teaching-kits) にアクセスし、「い

ますぐ登録」からお申し込みください。NVIDIA の承認後、「DLI データサイエンス教育キット」だけ

でなく、すでに提供中の「ディープラーニング教育キット」の日本語版を含め、4 種の教育キットがす

べてダウンロード可能になります。なお、お申し込みには無料の NVIDIA 開発者アカウントの作成が

必要です。 

 

NVIDIA GTC でデータ サイエンスの基礎を学ぶ 

 

9 月 19 日から 22 日までオンラインで開催される AI カンファレンス、NVIDIA GTC では、DLI の

さまざまなワークショップを用意しています。GTC の参加登録者は 2 時間のトレーニング ラボ

（無料）に参加できるほか、149 ドルの割引価格で終日開催のワークショップにも参加できます。

「アクセラレーテッド データ サイエンスの基礎」と題した初心者向けの日本語のワークショップが

9 月 22 日 (木) 9:00 - 17:00 (日本時間) に開催されます。 

ぜひこちら（https://www.nvidia.com/ja-jp/gtc/training/）からご登録ください。 

 

 

NVIDIA について 

1999 年における NVIDIA (NASDAQ 表示: NVDA) による GPU の発明は、PC ゲーミング市場

の成長に爆発的な拍車をかけ、現代のコンピューター グラフィックス、ハイパフォーマンス コンピュ

ーティング、そして人工知能 (AI) を再定義しました。NVIDIA のアクセラレーテッド コンピューテ

ィングと AI における先駆的な取り組みは、輸送、ヘルスケア、製造業などの数兆ドル規模の産業を再

構築し、その他のさまざまな産業の拡大も加速させています。 

詳細は、こちらのリンクから：https://www.nvidia.com/ja-jp/ 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先:  

エヌビディア 広報部 

Japan-PR@nvidia.com  

 

NVIDIA PR 事務局 

担当 坂本、五十嵐、加藤、山村  

メール nvidia@pr-alpha.co.jp 

電話 03-3261-2020（代表） 

 


